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地球温暖化対策に関する本市及び国の調査結果について 

 

1. 本市及び国の調査について 

 地球温暖化に関する本市及び国が行った直近の市民（国民）意識等の調査について、類似する調

査項目について調査結果の比較を行った。 

○ 対象 

(1) 平成 28年度市政モニターアンケート 

目的 
市民のエネルギーや地球温暖化に対する認識・行動等を具体的に把握し、

計画を推進するうえで参考にする 

実施時期 平成 28年 11月 23日～12月 6日 

調査対象 市政モニター200人 

調査方法 郵送、インターネット 

回収数 187（回収率 93.5%） 

(2) 地球温暖化対策に関する世論調査※ 

目的 地球温暖化対策に関する国民の意識を調査し、今後の施策の参考とする 

実施時期 平成 28年 7月 28日～8月 7日 

調査対象 全国 18歳以上の日本国籍を有する者 3,000人 

調査方法 調査員による個別面接聴取 

有効回収数 1,816（回収率 60.5%） 

※ 「地球温暖化対策に関する世論調査」世論調査報告書平成 28 年 8 月調査概略版より（内閣府大

臣官房政府広報室） 

 

2. 調査内容について  

(1)平成 28年度市政モニターアンケート (2)地球温暖化対策に関する世論調査 

○ 地球温暖化の身近さ 

「あなたにとって、地球温暖化は身近な問題だ

と思いますか。」 

 

 

○ 地球環境問題に対する関心 

「あなたは、地球の温暖化、オゾン層の破壊、

熱帯林の減少などの地球環境問題に関心があ

りますか。」 

 

 

 

48% 

45% 

4% 2% 1% 

1.身近な問題である 

2.ある程度は身近である 

3.あまり身近ではない 

4.自分には無関係である 

無回答 

40% 

47% 

10% 

2% 0% 

関心がある 

ある程度関心がある 

あまり関心がない 

全く関心がない 

わからない 

参考資料 1 

 地球温暖化の身近さ（地球環境問題に対する関心）については、「身近な問題」・「ある程度

身近である」（関心がある・ある程度関心がある）と答えた割合が約 9割であった。 
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○ 地球温暖化の影響が懸念される分野 

「地球温暖化による影響のうち、仙台において

心配だと思うものはどれですか。」（2 つまでの

複数回答） 

 

 

 

 

○ 地球温暖化がもたらす影響への関心 

「わが国でも、すでに地球温暖化による猛暑や

豪雨などが観測されており、将来にわたって自

然や人間生活に様々な影響を与えることが予

測されています。あなたはどのような影響を問

題だと感じますか。」（複数回答） 

 

 

 

 

 

61.5% 

38.5% 

35.3% 

23.0% 

21.9% 

1.1% 

1.6% 

自然災害（洪水、地すべりなど） 

自然生態系（生息適地変化な

ど） 

生活影響（ヒートアイランドなど） 

健康（熱中症患者数増加など） 

農業（水稲の品質低下など） 

その他 

無回答・無効回答 

0.0% 50.0% 100.0%

63.1% 

57.7% 

48.5% 

46.2% 

44.9% 

43.2% 

34.6% 

32.8% 

30.2% 

17.0% 

0.6% 

1.4% 

1.4% 

0.0% 50.0% 100.0%

洪水、高潮・高波などの自然災害が増

加すること 

農作物の品質や収量が低下すること 

野生生物や植物の生息域が変化する

こと 

生活環境の快適さが損なわれること 

豪雨による停電や交通マヒなどインフ

ラ・ライフラインに被害が出ること 

熱中症が増加すること 

感染症が増加すること 

渇水が増加すること 

水質が悪化すること 

工場や生産設備への被害 

その他 

特に問題はない 

わからない 

 地球温暖化の影響が懸念される分野（地球温暖化がもたらす影響への関心）については、

仙台市・全国ともに自然災害への関心が最も高く約 6割であった。 
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○ 気候変動影響への適応策の認識 

「地球温暖化対策は、原因となる温室効果ガス

の排出量を減らすだけでなく、避けられない影

響への対応も並行して進めるべきとされてい

ることを知っていましたか。」 

 

○ 気候変動の影響への適応の認知度 

「あなたは、地球温暖化がもたらす気候変動へ

の対処について、どのくらい知っていますか。」 

 

 

 

 

 

 

 

17% 

48% 

35% 

0% 

1.具体的に知っていた 

2.聞いたことがあった 

3.知らなかった 

無回答 

4% 

43% 

42% 

10% 

1% 

内容までよく知っていた 

大体知っていた 

あまり知らなかった 

全く知らなかった 

わからない 

 気候変動影響への適応策の認識（気候変動への影響への適応の認知度）について、選択肢

に違いがあり単純な比較は出来ないが、本市では「具体的に知っていた」・「聞いたことが

あった」と答えた割合が約 65%、全国では「内容までよく知っていた」・「大体知っていた」

と答えた割合が約 47%であった。 


